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（社）広島県情報産業協会は、その内規及び慣行で,会長の任期を最長で 4 年としており、ANIA の事業推進担当を

副      会長が分担することとなっている。従って、地域団体会長として ANIA の活動に参画する機会は短い。反して ANIA
の事業推進担当等を分担する場合は長期間の関与となることがある。私が直接 ANIA の活動に参画したのは平成６

年度からで、以降､直接・間接的に ANIA 活動に参画してきたが、近時の ANIA の事業が大会重視となってきてお

り、地道な活動分野での動きが見えず、ANIA の今後に大きな不安を感じていた。今年度、その活動に再び参加する機会が生まれ

たため、前任者に最近の動向を聞いてみたところ、活動全体に大きな不安や、存在意義に懐疑的な意見も生じ始めているという事

を聞いた。いろいろな不安要素はあろうとも、地域連動団体の結成の原点に立ち帰り、各地域の再結集を図るとともに、地道な情

報交換と交流、仕事や経営に関しての共助を得られるべく、努力をしてみたいと思っている。原点とビジョン､それが団体存立の両

輪である。 
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副会長 平石 勝之 
(社)福岡県情報サービス産業協会 会長   行政システム九州(株) 代表取締役会長 

副会長 貴田 透 
(社)広島県情報産業協会 会長   (株)エスエイピー 代表取締役社長 

全国の経済動向は経済産業省の発表（18 年 7 月 31 日）によりますと、全体的には緩やかに改善しているとし、そ

の中で情報ｻｰﾋﾞｽ産業を見ますと、雇用や地域経済に大きく貢献する産業界に発展してきております。ところが都道

府県別の売上等は、ここ数年東京・神奈川と首都圏一極(東京・神奈川２都県で 71.8%)に集中する傾向にあり、地方

は年々ﾏｲﾅｽ傾向となっています。私ども ANIA といたしましては皆様のご協力を得ながら、皆様と連携を図り、皆 

様の得意な分野を生かし地方の活性化と共に発展を目指していきます。今後とも皆様の一層のご支援、ご協力をいただけますよう

宜しくお願い申し上げます。 

理事 高桑 幸一 

(社)富山県情報産業協会 会長   北電情報システムサービス(株) 代表取締役社長

地方分散が声高に言われているにも拘らず、情報に関しては東京一極集中が加速化しているのが現状かと思いま

す。辻前会長の活躍により政策に参画する距離がずいぶんと近くなったように思いますが、中村会長にはその距離を

活用して、地方情報化推進の政策反映にまで落とし込んでいただけたらと期待しています。 

また、ANIA を通じて他県の活動状況や良いところを教えて頂くとともに、問題があれば互いに相談できる和気藹藹とした組織

であってほしいと期待しています。 

理事 野口 正宏 
(社)埼玉県情報サービス産業協会 会長   ノグチコンピュータサービス(株) 取締役会長 

北海道の中村氏を ANIA の新会長に迎え、新執行部により平成１９年 ANIA の門出にあたり、希求いたします。 

ANIA は全国地域情報産業協会連合会との名称を名乗っています。しかしながら、その実態は、４７都道府県のうち、

関東地区１都７県では ANIA の主要メンバーであった神奈川県が退会し、残るは千葉県と埼玉県の二つであり真に残 

念であります。全国的にみても大幅に過半数割れとなっており、全国組織と云えるかどうか問題です。新執行部とし

て先ず第一に ANIA 創設の原点に立ち返り地方組織に対する取り組みを強化し、組織増強を行わければなりません。これが最大の

課題と思います。 

理事 進藤 哲次 
(社)福井県情報システム工業会 会長   (株)ネスティ 代表取締役 

福井県情報システム工業会は設立２０周年を昨年迎えた事を機に、会員企業の実態調査を実施いたしました。会

員企業４７社の内、ＩＴ関連事業に絞り売上高を集計した結果、３４社の平成１７年度の売上高は約７００億円、

ほぼ福井県の基幹産業である眼鏡業界に肩を並べる状態となりました。地方の力を高めるためには雇用創出が重要

であり、若者が地方の豊かな環境の中で最先端の仕事に取り組める場を、いかに提供できるかが各企業の自己努力

とともに、当工業会が行うべき使命と考えています。特に産学官をキーワードとして各種事業を展開しており地方でやるべき事

を着実に実行したいと考えております。この様な中で、ＡＮＩＡに対しては各地域での事業で参考になるべき事業の橋渡し、及

び国への橋渡し等、お祭りではなく小さな事を着実に全国組織として実行される事を期待します。 

 

感向寒の候、皆様方にはいよいよご清栄の趣、大慶に存じます。平素は会の活動にご支援、ご協力を賜りまして深 

く感謝申し上げます。さて私こと１０月末の理事会におきまして副会長に選出されました。微力ではありますが会務 

に専心努力したいと思います。特に会員相互のコミュニケーションを図る情報交換（ホームページの更新を含め）に 

力を入れる所存であります。またＡＮＩＡの事業の発展に向けて新中村会長を補佐できればとする次第です。今後、

会員の皆様方からの一層のご指導をお願い申し上げ、略儀ながら書中をもちましてご挨拶申し上げます。 

副会長 薄木 浩 
(社)青森県情報サービス産業協会 専務理事   キャプテンあおもり(株) 代表取締役専務    
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この度、理事を務めさせていただくこととなりました社団法人岐阜県情報産業協会（略称：ＧＩＡ 会員数：６
２社／団体）会長の宮地正直でございます。‘０６年６月に、『先進は真ん中“ぎふ”からはじまる』をテーマに開
催いたしましたＡＮＩＡ岐阜大会には、全国から情報産業団体代表者をはじめ約４００名の方々にご参加いただ
き、大盛会とすることができました。この場をお借りしてお礼申し上げます。今後は、５期１０年にわたり会長職

を務められた辻名誉会長のご功績を継承しつつ、ＡＮＩＡのより一層の発展に向け、地域情報産業の振興対策、組織の拡充強化など
各種活動に対し、微力ながらご協力させていただきたいと存じます。

理事 宮地 正直 
(社)岐阜県情報産業協会 会長   (株)電算システム 代表取締役社長 

この度、理事を務めさせていただくこととなりました、愛知県情報サ一ビス産業協会(略称:AiA,平成 18 年 12 
月会員数:237 社）会長の竹田喜彦でござまいす。ANIA における愛知の活動としては、平成 2年に続き、平成 17 
年 6 月に愛知万博と合せて、ANIA 愛知大会を開催し、約 400 名もの会員参加をいただき、盛況のうちに終えるこ 
とが出来たことなどが挙げられます。今後は、ANIA の一層の活性化や発展に資すべく、ANIA 各県の皆様と協力し

合って、「各県の活動状況などの情報交換機能の拡充」や、「未加入県の参加推進活動」などに支援・協力を行なっていきたいと存じ
ます。微力ながら、力を尽くしてまいりたいと思いますので、宜しくお願い申し上げます。 

理事 竹田 喜彦 
(社)愛知県情報サービス産業協会 会長   (株)ユーフィット 代表取締役社長 

理事 長谷川 亘 
(社)京都府情報産業協会 会長   京都情報大学院大学・京都コンピュータ学院 副理事長 

会員の皆様におかれましては，日々御事業の発展に邁進されていることとお慶び申しあげます。戦後わが国は，
高度な技術力を背景としながら，奇跡的な復興を遂げ，世界有数の経済大国としての地位を築きあげてまいりま
した。金融ビッグバンや IT 革命などに起因して，経済のグローバリゼーションが進む中，今後，わが国がその 
地位を維持するためには，これまで以上に高い技術力によって競争優位性を確保することと，何よりも地域の情

報通信産業のさらなる発展が肝要であります。本連合会が，ますますその発展のため一翼を担うことができるよう，微力ながら任
務に専心させていただく所存でございます。今後とも何卒よろしくお願い申しあげます。 

理事 石橋 洋志 
(社)長崎県情報産業協会 会長   オフィスメーション(株) 代表取締役社長 

私ども（社）長崎県情報産業協会（ＮＩＳＡ）は平成１８年１２月現在正会員数 59 社、賛助会員４社、特
別賛助会員５社で構成されています。近年の悩みは会員数の増加が厳しく、むしろ減少傾向に有る事です。長
崎県は皆様ご存知の通り日本の最西端に位置し平地が少なく工業用水が十分に無いため製造業誘致に苦慮し 

ており、人口も減少の一途を辿っている状況で有りますが、近年長崎の人材は素晴らしいと言う事で、ＡＩＧグループさんが２
０００名規模のコールセンターを設立されました、それに伴いＩＴ部門の一部も長崎へ移し、ＡＩＧフィナンシャル・システム
ズ株式会社を設立され２～３年で１２０名程度の規模のグループに我々ＮＩＳＡの会員企業と協業で形成している処です。長崎
は観光の町でも有りますが、人材は豊富で御座います、皆様の活用をお待ちします。 

理事 久場川 森男 
(社)沖縄県情報産業協会 会長   沖縄通信ネットワーク(株) 代表取締役社長 

これまで、ANIA のトップを背負って下さった辻前会長に敬意と感謝を申し上げます。今度、北海道の中村
氏が ANIA 会長に就任されましたので、私も理事の一人として、全面的に協力し一緒に活動していきます。私
の抱負として、ANIA が全国的に組織団体として活動するためには、４７都道府県に支部を設置する必要性を
提案したい。そのための具体的アクションプログラムは持ち合わせていないが、これから皆さんと論議して、

実行できればと考えております。次に ANIA の役割として、国策やナショナル・プロジェクトなど IT 関連情報を支部に提供してほ
しいことです。各支部においても、地域ニュースや特記情報及び提案を ANIA にすることも必要と考えております。近日中にリニ
ューアルする ANIA 便りのホームページを大いに利用していきたいとも考えております。共に頑張りましょう。 

監事 黒坂 則恭 
(社)長野県情報サービス産業協会 会長   (株)電算 代表取締役 

長野県情報サービス振興協会では、今年から 3 年間、国からの助成を受け、「人材確保推進事業」に取り組
んでいます。情報サービス産業の雇用情勢が厳しさを増す中、この事業を積極的に推進することにより、協会
および加盟各社の知名度を高め、採用活動を支援する目的で活動を行っています。主な事業は、協会および会
員各社のＰＲ冊子およびポスターの作製・配布、地元大学、短大での会社説明会の開催、地元新聞への協会・

会員企業の紹介広告の掲載、雇用に関するセミナーの開催等です。各会員企業が積極的に取り組んでくれており、大きな成果が
期待されています。また、長野県情報サービス振興協会としましてもＡＮＩＡの活動を通して、業界の地位向上のために貢献し
たいと思っておりますので、積極的な意見交換をお願いします。 
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監事 細野 昭雄 
(社)石川県情報システム工業会 会長   (株)アイ・オー・データ機器 代表取締役社長 
長年にわたる辻前会長の ANIA へのご尽力に対して、厚く御礼を申し上げます。また、このたび選任されま

した中村会長の新しい ANIA への舵取りに微力ではありますがお手伝いできればと存じます。さて、ANIA は 
任意団体としては異例なほど、経済産業省や総務省に対して大きな影響力を発揮し、さまざまな提言を行っ 
てきました。今後とも業界団体として強い発言力を発揮していける団体として存在すべきと存じます。また、

各地域間での情報交流は、新たなビジネスモデルの紹介や成功事例など、各団体にとって意義のある情報交流の場として活用
できればと存じます。今後とも宜しくお願い申し上げます。 
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